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化
の
進
展
に
よ
り
、
生
活
の
移
動
に
不
安

を
抱
え
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
そ
の
対
応
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
誰
も
が
安
心
、
快
適
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
都
市
機
能
が
充
実
し
た
ま

ち
な
か
と
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
拠
点
を
結
ぶ

公
共
交
通
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
利
便
性

が
高
く
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
構
造
転
換
し
、
多
方
面
か

ら
の
ま
ち
な
か
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
は
商
業
以
外
に
も
居
住
・
さ

ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
な
ど
の
機
能
が
集

ま
っ
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
場
で
す
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
高
齢
者
や
子
ど

も
に
優
し
く
、
利
便
性
の
高
い
ま
ち
な
か

を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
要

素
の
一
つ
と
し
て
、
商
業
を
位
置
づ
け
て

行
く
事
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
向

け
、
ま
ち
な
か
を
軸
に
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
基
本
計
画
と
し
て
、「
ま
ち
な
か
再

生
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
案
）」
を
発
表
し
、

来
年
度
、
市
民
参
加
に
よ
り
市
民
や
関
係

者
と
の
議
論
を
深
め
、
ま
ち
な
か
に
人
々

が
あ
ふ
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
苫
小
牧
を
目

指
し
ま
す
。

特集　人口減少・超高齢社会に向けたまちづくり～まちなか再生総合プロジェクト～

まちなか再生Ｑ＆Ａ

今
後
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
は
商
業
振
興
を
中
心
に
ま
ち

な
か
再
生
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
人
口

の
増
加
に
よ
る
市
街
地
の
拡
大
整
備
に
加

え
、
車
社
会
の
進
展
に
よ
る
商
業
施
設
の

郊
外
立
地
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
ま
ち
な
か
の
衰
退
は
変
わ
ら

▲昭和５０年代初めの駅前本
通りの風景

昭和４７年の一条通り商店�
街の風景　

郊外に住む人の切り捨てにはなりませんか？

まちなか再生は、市民全員のまちなか居住を目指すのではなく、
中心部に利便性の高い空間を整備し、中心部とそれ以外の拠点
を結ぶ公共交通ネットワークを強化するため、郊外の切り捨て
にはなりません。中心部に居住しなくても、公共交通と徒歩で、
車に依存しない生活を送ることができる仕組みづくりであり、
高齢者に優しく歩いて暮らせるまちづくりといえます。

Ｑ

Ａ

まちなか再生はコンパクトシティに基づいた政策といわれ
てますが、コンパクトシティって何でしょうか？

都市を拡大して居住できる地域を増やし、人口を増やすという
これまでのまちづくりを見直す考え方で、将来を見据えて、人
口減少、高齢化に対応した都市計画を行うことです。その推進
手法の一つとしては、まちなかに公共施設や住宅を整備するこ
となどがあげられます。

Ｑ

Ａ

すでに拡大している都市をコンパクトにできるのですか？Ｑ
コンパクトシティ論は現実の都市形態を圧縮するのではなく、
今後の都市計画の方針において、公共施設の配置や
交通計画において都市拡大の政策を取らないという
ことやライフスタイルを変革するというものです。

Ａ

人口減少、高齢化が進行する中で、このまま都市機能が分
散すると市民サービスが低下するってどういうこと？Ｑ

人口減少、高齢化の進行により、将来の市の税収減は避けられ
ません。また、道路や公園、上下水道などの都市維持管理コス
トは高まり、社会保障関係費は増大します。今後はこれらを考
慮し、都市経営の観点からまちづくりを進めなければ、財政悪
化により十分な市民サービスを行えないことになります。

Ａ
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す
る
と
同
時
に
、
買
い
物
の
場
で
あ
り
、

商
業
の
魅
力
向
上
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
充
実
し
て
こ
そ
、
賑
わ

い
の
あ
る
生
活
空
間
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
郊
外
大
型
店
と
競
合
す
る
よ
う

な
商
品
構
成
や
店
舗
展
開
で
は
な
く
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

よ
り
、
郊
外
型
大
型
店
と
差
別
化
を
図
っ

て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
よ
る

地
域
活
性
化

　

現
在
は
地
域
間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、

地
域
の
独
自
性
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
生
き

残
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
苫
小

牧
に
お
い
て
も
、
地
域
内
外
か
ら
価
値
の

あ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
、「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
地
域
の
個
性
や
価
値
を
明
確
に
し
、

地
域
の
魅
力
を
上
げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
地
域
の
成
長
戦
略
と
し
て
「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を
掲
げ
、
観
光
客
・

ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど
に
よ
る
交
流
人
口
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
へ
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

　

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
な
か
を
目
指
す
た

め
に
は
、
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
ま
ち
な

か
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
地
域
内
の
移
動
の
利

便
性
の
向
上
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
高
齢

駅
周
辺
を
ま
ち
の
中
心
と
し
て
商
業
集
積

が
進
み
、
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
と
活
気
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
駅
周
辺
は
、
東
西
へ

の
住
宅
街
の
拡
大
に
よ
る
居
住
人
口
の
減

少
や
都
市
機
能
の
郊
外
へ
の
分
散
、
車
社

会
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
大

型
店
の
相
次
ぐ
撤
退
な
ど
に
よ
り
、
苫
小

牧
の
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
の
ま
ち
な
か

は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
ま
ち

な
か
の
魅
力
向
上
が
実
現
す
る
と
、
居

住
・
商
業
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

郊
外
に
は
な
い
、
生
活
利
便
性
の
高
い
都

心
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
再
生
は
駅
中
心
と
し
た
ま
ち

な
か
の
魅
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
で
あ
り
、
都

市
全
体
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
目
指
す
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
に
は
不
可
欠
な
取
り
組
み

で
す
。
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ま
ち
な
か
再
生
の
メ
リ
ッ
ト

　

ま
ち
な
か
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
衰
退
し
た
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
と
と
も
に
、
従
来
か
ら
展
開
し
て

い
た
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
に
引
き
続

き
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト（
利
点
）が
あ
げ
ら

ま
ち
な
か
再
生
の
基
本
方
針

　

ま
ち
な
か
再
生
の
施
策
は
次
の
基
本
方

針
に
従
っ
て
推
進
し
ま
す
。

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

　

人
の
居
住
が
ま
ち
が
成
り
立
つ
基
本
条

件
で
す
。
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
に
は
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
を

図
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
。
居
住
人
口
の
増
加
は
経
済
活

力
の
向
上
の
み
で
は
な
く
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
流
れ
の
中
で
の
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）

を
進
め
る
上
で
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
、
ま
ち
な
か
の
居
住
人
口
を
増
や

す
た
め
に
は
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
暮
ら

し
や
す
い
生
活
空
間
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住
宅
供
給

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
を
考
慮
す
る
と
、
車
に
依
存
し
な
い
生

活
利
便
性
の
高
い
ま
ち
な
か
で
の
居
住
が
、

高
齢
者
世
帯
の
新
た
な
選
択
肢
の
一
つ
に

な
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

商
業
の
活
性
化

　

ま
ち
な
か
居
住
者
が
増
加
し
て
も
、
ま

ち
な
か
自
体
に
魅
力
が
無
け
れ
ば
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域

住
民
に
と
っ
て
ま
ち
な
か
は
医
療
・
福

祉
・
行
政
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り

まちなか再生のメリット
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居住、商業、福祉、病院、行政などさまざまな都市機能が集積
し、まとまった市民サービスを提供できる

さまざまな都市機能が身近に備わっており、高齢者にも暮らし
やすい生活環境の提供が可能である

既存の都市基盤確保とともに公共交通ネットワークの拠点と
して整備されているため、地域の核として機能できる

既存の都市基盤が蓄積されていることから、それらを有効活用
し、各種の投資をすることにより、投資の効率性が確保できる

さまざまな都市機能が集積し、人々が暮らす地域の交流拠点と
しての機能となる


